
第16号

2024年
7月発行

大戸川ダム右岸調査横坑試掘工事／（株）広川組

ダムを建設する場所の地質状態を詳しく
調査するための横坑（横穴）掘削工事をす
るために、７月下旬から旧大津信楽線の現
道上での工事にとりかかります。

片側交互通行を伴う工事のため、現場周
辺を通行される方にはご不便をおかけする
と思いますが、安全第一を心掛け極力ご迷
惑をおかけしないよう工事を行っていきま
すので、ご理解とご協力をよろしくお願い
いたします。監理技術者／足立有央
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ダムサイト右岸で横坑の掘削が始まります
おうこう

▲横坑掘削後、岩盤清掃（高圧の水
などで余計な土砂などを除去し、調
べたい岩盤を露出させる）した様子
（他ダム）
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◆大戸川ダムの進捗状況（令和6年６月末時点）

▲
イマココ

 ダム本体の設計・施工に必要な地質調査を行うための横坑試掘工事のうち、右岸側の工事では掘削に

向けた準備を進めており、７月下旬から旧大津信楽線の現道上の工事にとりかかる予定です（工①）。

左岸側の工事は引き続き契約手続きを進めています（工②）。

 設⑧では、付替県道栗東信楽線の北側区間（設①で設計中）で落石が発生する原因となる転石（周り

の土砂が浸食され、地表面に浮き出た岩石）・浮石（岩盤の亀裂が発達し、剥離した岩石）の調査を

実施しました。今後は、調査結果をもとに落石対策の検討を行います。

 調⑤は、現地作業（ボーリング調査）を開始しました。

 ダムサイトの地質調査業務として、新たに調⑧～⑪の契約手続きを開始しました。
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 新たに契約した設⑨では、これまで実施してきた環境調査結果のとりまとめを行うとともに、ダム建

設後の環境保全に向けた計画を検討していきます。

落石する危険性が高い転石・浮石を計測・記録する様子
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